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平成24年11月１日（木曜日）

午前９時59分開会

会議に付託された議案等

○福祉保健行政の推進及び県立病院事業に関す

る調査

○その他報告事項

・高齢化対策の状況について

・子育て支援体制づくりの取組について

出席委員（８人）

委 員 長 髙 橋 透

副 委 員 長 二 見 康 之

委 員 坂 口 博 美

委 員 中 村 幸 一

委 員 井 本 英 雄

委 員 内 村 仁 子

委 員 井 上 紀代子

委 員 前屋敷 恵 美

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

福祉保健部

福 祉 保 健 部 長 土 持 正 弘

福祉保健部次長
安 井 伸 二

（ 福 祉 担 当 ）

福祉保健部次長
冨 髙 敏 明

(保健･医療担当)

こども政策局長 日 隈 俊 郎

部 参 事 兼
大 野 雅 貴

福 祉 保 健 課 長

医 療 薬 務 課 長 郡 司 宗 則

薬 務 対 策 室 長 竹 井 正 行

国保・援護課長 青 山 新 吾

長 寿 介 護 課 長 川 添 哲 郎

障 害 福 祉 課 長 孫 田 英 美

就 労 支 援 ・
中 西 弘 士

精神保健対策室長

衛 生 管 理 課 長 青 石 晃

健 康 増 進 課 長 和 田 陽 市

感染症対策室長 肥田木 省 三

こども政策課長 長 友 重 俊

こども家庭課長 古 川 壽 彦

事務局職員出席者

議 事 課 主 幹 阿 萬 慎 治

総務課主任主事 橋 本 季士郎

○髙橋委員長 ただいまから厚生常任委員会を

開会いたします。

本日の委員会の日程についてであります。

お手元に配付いたしました日程案のとおりで

よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○髙橋委員長 それでは、そのように決定いた

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前９時59分休憩

午前10時１分再開

○髙橋委員長 委員会を再開いたします。

報告事項の説明を求めます。

なお、委員の質疑は執行部の説明が終了した

後にお願いいたします。

○土持福祉保健部長 おはようございます。福

祉保健部でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。

本日は、福祉保健部の重点施策であります「高

齢化対策の状況」並びに「子育て支援体制づく
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りの取組」についての２項目につきまして、今

年度新規事業の今後の展開等を中心に御報告を

させていただきます。

詳細につきましては、それぞれ担当課長に説

明させますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。

私のほうからは以上でございます。

○川添長寿介護課長 おはようございます。「高

齢化対策の取り組み状況」について御説明いた

します。

常任委員会資料の１ページをお開きください。

まず、本年度の新規事業であります１の「高

齢者を支える法定成年後見制度活用支援事業」

についてであります。

（１）の目的ですが、成年後見制度は、判断

能力の不十分な高齢者等の権利擁護を図る上で

重要な制度であり、認知症高齢者等が増加して

いる状況を踏まえますと、今後、本制度のより

一層の活用を図っていくことが必要であると考

えております。国におきましても、このような

状況を踏まえ、成年後見制度に係る市町村の体

制を整備するため、老人福祉法の改正が行われ

たところであります。このようなことから、記

載していますように、県としましても、市町村

における高齢者のための法定成年後見制度の活

用や市町村長申し立てを促進するための支援を

行うものでございます。

次に、（２）の事業概要ですが、県社会福祉協

議会への委託により、次の事業に取り組んでお

ります。

①の市町村に対する支援ですが、新たに「成

年後見制度 市町村長申立ての手引」を作成し

まして、市町村職員などを対象とした実務研修

を県内３カ所で11月から12月に開催する予定と

しております。

次に、②の専門職に対する実務研修の実施に

ついてですが、成年後見人として実際に活動し

ていただくため、社会福祉士や司法書士等の専

門職種を対象としまして、介護保険制度や民法

等に関する研修を来年１月から２月に開催する

予定としております。

次に、③の事業連絡協議会の開催ですが、事

業の円滑な実施を図るため、専門職種団体と市

町村等をメンバーとする連絡協議会を10月に開

催し、意見交換等を行ったところでございます。

２ページをお開きください。

これも本年度の新規事業でありますが、２の

「団塊パワー発見・発揮支援事業」について御

説明いたします。

まず、（１）の目的ですが、ことしから65歳以

上となっていかれます団塊の世代を初めとしま

した高齢者に対しまして、多様な社会参加の機

会を紹介することにより、ＮＰＯ等の立ち上げ

や活動への参加を促しますとともに、県内で特

色ある活動を行っておられる個人や団体の情報

をインターネット等により広くさまざまな世代

に発信することによりまして、高齢者の社会参

加のきっかけづくりにつなげることを目的とし

ております。

次に、（２）の事業概要につきましては、①と

②の事業に取り組む予定としております。

まず、①の「シニアのためのＮＰＯ等活動応

援フェア」の実施でありますが、講演会や商談

会形式による団体の活動の紹介・相談等を行う

こととしており、県内３カ所で１月から３月に

開催を予定しております。

次に、②のアドバイザーの派遣、シニアパワー

情報の発信についてですが、ＮＰＯやボランティ

ア団体などの立ち上げや活動等への参加を検討

している高齢者の相談に対応するためのアドバ
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イザーを必要に応じて派遣しますとともに、県

内で特色ある活動を行っている高齢者や団体等

に関する情報をホームページ等により発信する

こととしております。

アにありますように、事業を実施するに当た

り、７月に県内のＮＰＯ、ボランティア団体等

の300団体にアンケートを実施しておりまし

て、149団体から回答がありました。その結果と

しまして、「団体の活動に団塊世代の受け入れを

考えている」との回答があったのが77団体、「開

設予定のホームページで団体の紹介を希望する」

との回答があったのが75団体、「アドバイザーと

して派遣できる人材がいる」との回答があった

のが48団体、「活動応援フェアに参加し、来場者

の相談に対応できる」との回答があったのが56

団体でございました。これらのアンケートの結

果を踏まえ、現在、アドバイザーの登録、ホー

ムページ等の準備を進めているところでござい

ます。なお、ホームページの開設は11月中を予

定しております。

次に、３ページをごらんください。

３の先般開催されました「第25回全国健康福

祉祭 宮城・仙台大会」における宮崎県選手団

の結果につきまして御報告いたします。

まず、（１）の大会の概要でございますが、全

国健康福祉祭は、60歳以上の方々を中心としま

して、全国の高齢者がスポーツや文化活動を通

じて交流する祭典で、厚生労働省、開催都道府

県などの主催により、昭和63年から毎年開催さ

れております。

第25回目の本大会は、①から⑥にありますと

おり、厚生労働省や宮城県などの主催により、10

月13日から16日までを会期に、宮城県におい

て、47都道府県、20の政令指定都市から約8,000

人の選手や関係者の参加のもと、18種目のスポー

ツや文化の交流大会が行われました。本県から

は、15種目に101名の選手が参加されたところで

ございます。

次に、（２）の結果でございますが、①にあり

ますように、団体の部で、なぎなたが準優勝、

ゴルフ、将棋が第３位、②になりますが、個人

の部では、ゴルフが70歳以上の部で優勝、なぎ

なたが準優勝、水泳で優勝が３人、準優勝が１

人という結果でございました。また、③の美術

展では、書の部で金賞、日本画の部で最高齢者

賞でございました。

長寿介護課からの説明は以上でございます。

○長友こども政策課長 資料の４ページをお開

きください。

２の「子育て支援体制づくりの取組」につい

て御説明いたします。

まず、１の「未来みやざき子育て県民運動」

についてであります。

（１）の目的にありますように、「未来みやざ

き子育て県民運動」は、少子化が急速に進行す

る中、社会全体で子供と子育て家庭を支援する

機運の醸成を図るため、昨年度から、県民、企

業、関係団体、行政等が一体となって展開して

いるところでございます。

次に、（２）の24年度の取組状況についてであ

りますが、まず、①の県民運動推進協議会総会

についてであります。

今年度は、11月９日に宮崎県工業技術センター

において開催することとしております。これは、

子育て家庭を支援するためには、家庭と仕事と

の両立ができる環境づくりが重要でありますこ

とから、県工業技術センターで毎年実施されま

す「みやざきテクノフェア」内の会場を利用す

ることにより、企業の参加を促すこととしたも

のであります。
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ウの協議内容として、企業部会の設置と毎月19

日を「育児の日」として定めることを予定して

いるところであります。

次に、５ページをごらんください。

②の11月の県民運動推進月間における取組に

ついてであります。

11月３日と４日の土曜、日曜に、宮交シティ

の紫陽花ホールにおきまして、子育て支援活動

を行うＮＰＯなどの団体と協働いたしまして、

「未来みやざき子育て応援フェスティバル」を

開催し、県民の皆様に子育ての喜びや楽しさを

実感してもらうとともに、団体間の交流や情報

交換を行うこととしております。

また、今年度から、このフェスティバルの中

で、（イ）でございますが、「未来みやざき子育

て表彰」を行うこととしておりまして、ａの「未

来はぐくむ大家族賞」として、家族の協力のも

とに多くの子供の子育てに奮闘されていらっ

しゃる御家族を表彰いたしますとともに、ｂの

「みんなで子育て応援賞」といたしまして、ファ

ミリー・サポート・センターにおいて、子育て

援助活動等に熱心に取り組まれ、その功績が顕

著な方を表彰することとしております。

次に、③のその他の取組についてであります

が、アの「こども・子育て応援の店」につきま

しては、子育てを応援するサービスを提供する

県内の企業や店舗などを「こども・子育て応援

の店」として募集し、パンフレット等で県民へ

情報を提供するなどして、企業等における子育

て支援の取り組みの拡大を図ることとしており

ます。

次に、イの「赤ちゃんの駅」につきましては、

子育て中の家族が外出時に、授乳とかおむつが

えのできるスペースを提供する施設を「赤ちゃ

んの駅」として登録してもらい、入り口などに

ステッカーなどを掲示していただくとともに、

ホームページで案内しております。

次に、ウの「こども知事」についてでありま

すが、県内の小学生に、県庁で関係課長との意

見交換会など知事の仕事を直接体験してもらう

「こども知事」を、夏休み中の８月20日に実施

したところでございます。

次に、６ページをお開きください。

２の「病児等お助け保育モデル事業」につい

てであります。

まず、（１）の事業の目的及び概要についてで

あります。

本事業は、本年度の新規事業でありまして、

保育所や幼稚園に預けている子供の急病に保護

者が対応できない場合に、一時的な預かりを行

うシステムをモデル的に構築し、事業の有効性

や効率性などを検証するものでございます。

事業のイメージ図で手続の流れをお示しいた

しますと、まず、園に通っている子供が体調を

崩した場合に、モデル園となっております保育

所または幼稚園が、保護者に対して、子供の病

状について①の報告を行いまして、その結果、

②の保護者が看護師の派遣依頼をする場合、保

育所等からＮＰＯ法人へ③の看護師の派遣要請

を行うこととなります。そして、ＮＰＯ法人が

④の看護師派遣の調整を行った後、⑥の看護師

が保育所等へ出向き、看護を行うこととなりま

す。

次に、（２）の事業の進捗状況についてであり

ます。

まず、看護師の募集や派遣調整など、事業全

体をコーディネートする委託先を公募型プロ

ポーザル方式により募集した結果、５月に「Ｎ

ＰＯ法人みやざき子ども文化センター」を選定

いたしました。
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また、７月には、モデル地域として、協力体

制が整い、ある程度の数の看護師の確保が見込

める「都城市」に決定いたしまして、同市から

推薦のありました「高木保育園」と「にし幼稚

園」をモデル園に選定したところでございます。

８月には、県、都城市など関係機関で構成す

る関係者会議を実施いたしまして、事業の実施

方針や料金設定、関係機関の役割分担など、運

用方針を決定いたしました。

９月には、モデル園での保護者説明会や派遣

される看護師への研修を実施いたしまして、10

月１日から運用を開始したところであります。

なお、10月25日現在の運用状況につきまして

は、利用者の事前登録者数が19名、看護師の登

録者数が24名となっておりますが、まだ利用例

はございませんでした。

次に、（３）の今後の事業スケジュールについ

てであります。

高木保育園における事前登録者数が少ないこ

とから、①の、事業の検証効果を高めるために、

モデル園をもう１園追加したいと考えておりま

す。

また、②の、年内に関係者会議を開催いたし

まして、事業の中間段階で関係者それぞれから

現況報告を行ってもらいまして、問題点の抽出

を行ってまいりたいと考えております。

さらに、③の、年度末には、利用者を初めモ

デル園、看護師に対しましてアンケート調査を

実施し、次年度以降の事業改善を図ってまいり

たいと考えております。

なお、参考までに、７ページに病児等児童に

対する支援フロー図を添付しております。今回

のモデル事業の対応する範囲は、中ほどの点線

で囲んであるところでございますが、その部分

でございます。

こども政策課からの報告は以上でございます。

○髙橋委員長 執行部の説明が終わりました。

質疑はありませんか。

○中村委員 成年後見制度についてちょっとお

伺いしたいんですが、これは言われて久しい成

年後見制度でありますが、これがまだいまだに

こういう状態だということに啞然としたところ

なんですが、これは本当に高齢者で困っている

人がいっぱいいらっしゃいまして、財産を持ち

ながら、どこにどう指示したらいいのかという

ことで困っていらっしゃる部分があるんですけ

ど、これは国のほうでこういうことを今度やろ

うということが決まったんですか。

○川添長寿介護課長 国のほうで県のほうにや

れということではございません。ただ、老人福

祉法の中で、市町村のほうのこういう申し立て

等も、市町村が申し立てできるということになっ

ているんですけれども、なかなか進まないとい

う状況で、本年４月から老人福祉法が改正され

まして、県のほうも市町村の取り組みを支援す

るという規定が盛り込まれました。それに合わ

せた形で、県としてこういう事業で市町村の職

員の研修等をやっていきたいということでござ

います。

○中村委員 市町村、市町村とおっしゃらず、

市町村は結構なんですが、今でも、いわゆるこ

の前の虐待防止法等も市が取り入れたわけです

よね。例えば、いわゆるうちあたりは民生委員

等がいい働きをしておりますが、お金のやりと

りがあったり借り入れをする、生活保護なんか

のをやっていますよね。これは市役所は無理だ

と。だから、何回も私は言ったんだけど、皆さ

ん方も言っていると思うんだけど、社会福祉協

議会、ここがいい働きをすると思うんですよ。

だから、社会福祉協議会あたりに当たって、そ
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れは都城の場合を考えると、市役所と社会福祉

協議会に行くというのは全く違う。市町村、市

に行くと、冷たい扱いなんだけど、社会福祉協

議会に行くと、よくいらっしゃいましたなんで

す。こんなすばらしい職場はないと思う。だか

ら、ここで要請して司法書士等にも働きかけて

やればいいんですよ。だから、県がそうして指

導するのであれば、市役所に行ったって市役所

の人たちも忙しいだろうし、一番今使いやすく

て、そういう高齢者等に接しているのは社会福

祉協議会なんですよ。社会福祉協議会の扱い方

をもっと検討されれば、非常にいい成年後見制

度ができると私は思いますけど、どう思います

か。

○大野福祉保健課長 実を申し上げますと、前

回３月の常任委員会でございましたか、中村委

員のほうからそういう指摘を受けまして、現在

調査中ということで、今、県内で都城市の社会

福祉協議会が実はやっておりまして、地元でご

ざいますが、もともと社協のほうで日常生活支

援事業等をやっておったんですけれども、ただ、

あれは契約になりますので、そういう人たちは、

認知症がさらに進んで契約ができなくなるとい

うことになったとき、どうなるのかなという問

題が一つございまして、特例的に、１人の方が

ちょっと判断能力がなくなったものですから、

実際、社協が流れ上やったというのが一つござ

います。都城市の社協のほうでは、今後そうい

うのが出てくるだろうということを想定しまし

て、24年度から制度的に導入する、今までは特

例的にやっていたんですけれども、そういうこ

とを聞いております。全国調査を今やっている

ところなんですが、現在のデータとしてちょっ

と古いんですけれども、22年11月に全国社会福

祉協議会が調査した結果がございまして、それ

によりますと、全国で114の社会福祉協議会が既

に実施しておるというぐあいに聞いております

ので、その中でも特に進んでおるというか件数

の多い、山口県に萩市社会福祉協議会というの

があるんですけれども、そちらのほうに近々行っ

て調査して、いろんな問題点を洗い出していき

たいというぐあいに考えております。以上でご

ざいます。

○中村委員 その萩市に行かれるのであれば、

ぜひその結果を知らせてください。自分たちだ

け行かれて、自分たちだけこれこれじゃなくて、

こういうふうなやり方をしていましたよという

のを、やっぱり市町村にも知らせないかんし、

我々も知らせてほしいんですよ。それから、こ

の成年後見制度というのは、今から高齢者がど

んどんふえてくると言われて久しいですがね。

だから、これを早く活用する方法をつくってい

かないといけないと思いますよ。

○大野福祉保健課長 それはこの常任委員会の

場でという理解でよろしゅうございますか。

○中村委員 それはわからんけど、議員にはみ

んな言われたほうがいいでしょうけどね。

○大野福祉保健課長 どの程度の調査ができる

か、ちょっと自信ない部分はあるんですが、そ

れは機会を見て御報告させていただきたいと思

います。

○中村委員 もう一つ、司法書士等と書いてあ

りますが、事細かにやらないと、司法書士でも

若い人と年とった人がおるから、例えば50代以

上の人とか、そういったふうにやっていかない

と、なかなか面倒を見切れませんよ。やっぱり

そういったやり方をちゃんと決めていかないと。

だから、また司法書士だけじゃなくて、行政書

士とかあるいは調査士とか、三士がありますが、

税理士もそうですが、そういった人にも広く広
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げて、長年やって地域から信頼される、そういっ

た人たちを選ばれたらといいと思いますね。

○大野福祉保健課長 ありがとうございます。

実は、長寿介護課の支援事業のほうで、そういっ

た各士会、弁護士でありますとか社会福祉士、

御指摘のありました司法書士、行政書士、そう

いった方々を集めて連携をとりましょう、そし

て研修もやりましょうというのをやりますので、

それを長寿介護課のほうと連携をとって対応し

ていきたいというぐあいに考えております。ど

うもありがとうございます。

○川添長寿介護課長 今、福祉保健課長が申し

ましたとおり、うちのほうの事業、行政書士会

と社会福祉士会も当然入っておりまして、皆さ

んの意見を聞いて、市町村の手引、職員の手引

等もつくっていくことにしていますので、その

辺の意見は取り入れていきたいというふうに考

えております。

○井本委員 ちょっと私も不勉強で申しわけな

いんですが、そもそも本当は市がやらないかん

かったのを、市がなかなか動かんから、また県

がやるように、そういう法律になったわけです

か。ちょっとその辺はっきり……。

○川添長寿介護課長 平成12年に従前の禁治産

者とか準禁治産者というのが後見人とか保佐人

というふうになりまして、その関係、後見人の

申し立ては、親族であれば四親等内はできるん

ですが、そういう今の制度の中で、認知症の方

とか、そういう疎遠になっていく関係で、市町

村長の申し立てもできるというふうになったわ

けです。その市町村長の申し立てが10年たって

もなかなか進まないと、そういう中で、県のほ

うの市町村職員の研修の支援等もやっていって

くれというのが法の趣旨でございます。

○井本委員 市町村長がやらなかったのは何か

理由があるわけですか。

○川添長寿介護課長 地域の実情を知っている

ということもありますし、縁故者がどうしても

見つからなければ、身近な行政機関で申し立て

をするという形になったんだと思います。

○井本委員 それはわかっている。だから、な

ぜ市町村長が今まで動かなかったのかと聞いて

いる。

○川添長寿介護課長 この前の10月に、意見交

換会、情報交換会をしておりますけれども、そ

の中で弁護士のほうから出たのは、市町村の申

し立てがなかなか進まないのは、市町村と家庭

裁判所とのつながりがなかなかないという意見

がございました。それと、市町村も申し立てを

する上では予算的なものもありますので、その

予算計上の問題もあるのかなという意見がござ

いました。

○井本委員 それで、今度は法定代理人として、

社会福祉士とか司法書士なんかがなるわけです

か。この人たちが申し込むことができるように

なるわけですか。その辺はどうなんですか。

○川添長寿介護課長 後見人の審判といいます

か、申請した場合に、家庭裁判所が職権で選ぶ

場合に、身内の方を選ぶ場合もあるんですが、

いろいろ財産の問題とかがある場合に専門家を

選ぶ傾向が強いということで、司法書士さんと

か行政書士さんとかを裁判所が選んでいるとい

う形で、そういう事例が今多くなっているとい

うことでございます。

○井本委員 そういうことは、結局、本当は社

会福祉士とか司法書士さんとは限らんわけです

ね。たまたまこれはここでこんなことを書いて

あるけど、別に限定しているわけじゃないとい

うことですね。

○川添長寿介護課長 委員のおっしゃるとおり
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です。いわゆる市民後見人という形でもできま

すので、身内の方が選ばれる可能性も当然ござ

います。

○中村委員 私も、行政書士をやっているから、

やっていないから、それじゃなくて、一回やっ

てくれということでお願いされて、それで裁判

所とのやりとりが非常に煩雑なんですよ。裁判

所に何回も行って、自分の身分とかあるいはど

のぐらいやれるかということを家庭裁判所とや

り合わないかんわけね。だから、その辺であん

まり厳しいと、なかなかそういう対応者がいな

くなるのかなと思うんですが、その辺の県と裁

判所とのやりとりというのはやられたことはあ

るんですか。

○川添長寿介護課長 県としましては、今、そ

のやりとりの中には仲介したことはございませ

ん。

○中村委員 それをやっておかないと、それは

どの程度、成年後見制度、やらせるかとすると、

どの辺まで調べ上げをするのかということで

やっておかないと、それは大変ですよ。私自身、

行ってみて、こんなに後見人になるのは大変な

ことなのかというのがわかりましたから、一応

後見人になったんだけど、その前に亡くなって

しまったから終わったんだけど、そういう経験

がありますよ。

○川添長寿介護課長 ちょっと言葉が足りませ

んでした。今回の協議会をつくって、家庭裁判

所と我々の連携も意見交換する中で、家庭裁判

所と市町村とのパイプもつくりますし、それと

市町村と専門家集団とのパイプもつくるという

ことで、後見人にふさわしい方の推薦とかいう

形もできるようになりますので、その辺の円滑

な動きもこの事業の中でやっていきたいと考え

ております。

○前屋敷委員 御説明いただいた６ページから

の病児等お助け保育モデル事業について伺いた

いと思いますが、この事業といいますか、新年

度の予算の中にも病児保育のことが出ていまし

て、非常に関心も持っていましたし、必要なこ

とだというふうに思っていましたので、実際ど

ういう中身で今進んでいるのかなというのもお

伺いしたいというふうに思っていたところだっ

たんですよ。それで、モデル事業として始めら

れて、保育園と幼稚園が１カ所ずつということ

でスタートしたところなんですが、御説明あり

ましたが、利用者の登録、これは登録が必要な

制度になるわけですね。それとあわせて、数が

少ないということもあって、もう１園ふやすと

いうことなんですが、この登録数が少ないと、

園児が何人いらっしゃるかわからないんですけ

ど、十分な説明をなされたと思うんですが、こ

のことに対する関心が薄かったのか、この少な

いというのは何か理由があるんですかね、あれ

ば。

○長友こども政策課長 まず、登録についてで

ございますが、登録してもらうことによりまし

て、そのときにお子さんの状況とか細かく書い

ていただく、状況を教えていただくという作業

になりますので、後々の保育のときにそれが生

かせるということで、登録制度を前提にしてい

るところでございます。それと、登録数が少な

かったということでございますが、これにつき

ましては、例えば高木保育園のほうにつきまし

ては、説明会を開きましたときに、60名以上の

保護者の方が来ていらっしゃったんですが、実

際は登録のほうが２名しかいらっしゃらなかっ

たという状況になりまして、園長先生にその状

況についてお伺いしたところでございますが、

園長先生がおっしゃるには、地域のきずながそ
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の園では結構残っているというような状況がご

ざいまして、そういった子供が悪くなったとき

に、誰か頼める方が近くに多くいらっしゃるん

だろうと、したがって、迎えに来てくださいと

言ったときに、迎えに来やすい状況にあるんだ

ろうというような分析をされていらっしゃった

ところでございます。このため、追加園をもう

１園ということで考えておりまして、それにつ

きましては、そういった面倒を見てくれる方が

少ないような町場の、ちょっとそういったとこ

ろの園を追加で考えたいと考えているところで

ございます。

○前屋敷委員 確かに、そのことは大事だとい

うふうに思います。近くに親とか兄弟とかがおっ

て対応ができるという子供さんであれば、そこ

まで必要ないかなと思いますけど、核家族が進

む中で、どなたにも頼れないという場合に、子

供が悪くなったということは、本当に親として

は一番胸の痛むことなんですよね。ですから、

それとあわせて、急に悪くなったりして対応が

できない場合に、登録していなければだめとい

う対応じゃなくて、その辺はもう少し柔軟に対

応ができるようなこととか、そういうことも必

要かなというふうに思うんです。

それともう一つ、看護師の登録が24名と非常

に多いなと思って、今お勤めされていない看護

師の資格を持たれる方々が登録されているんだ

ろうと思うんですけれども、かなり広く公募さ

れたのかなと思って、その辺はどういう形で登

録に応じてもらったんですかね。

○長友こども政策課長 まず、登録につきまし

ては、原則事前登録ということで、どうしても

登録していなくても、そういう状況になられた

方につきましては、そのモデル事業で対応する

ということにしまして、詳しい状況につきまし

ては、担当されている保育士さんとかそういっ

た方から情報を得て、事後に登録していただく

というシステムをとっているところでございま

す。

それと、看護師さんが24名と非常に多かった

ということでございますが、県の看護師会とか

そういった組織と連携しながらやっているもの

ですから、そういったところを通じて、皆さん

口伝えといいますか、そういうのに参加しよう

ねというようなのが結構広がっていったという

ことを聞いております。したがいまして、24名

という多くの看護師さんが登録していただきま

して、多ければ多いほど、都合が悪い方は行け

ない方もいらっしゃるものですから、このモデ

ル事業が円滑に進むということで、非常に助かっ

ているところでございます。以上でございます。

○前屋敷委員 今回モデル事業ですけれども、

ぜひ地域に広く全県を通して広がるようにして

いただきたいなというふうに思っておりますの

で、また状況など経過も教えていただきたいと

思います。

○井本委員 派遣看護師の登録というのはわか

るんだけれども、利用者の事前登録というのは

どういう趣旨ですか。登録しないといかんとい

う趣旨は何ですか。

○長友こども政策課長 登録をお願いしており

ますのは、その子供の状況が、ぱっと預かって

対応できないというところもございます。熱が

上がりやすいとか、あるいはすぐぐったりする

とか、そういう状況などをあらかじめ把握した

上で保育に当たったほうが、よりきめ細かな保

育ができるということで、登録してもらって、

登録の中身につきましては、お子さんの状況と

かを細かく書いていただくような形にしており

ます。今申しましたように、登録がないと必ず
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できないというものではなくて、原則として事

前にそういう登録をしてもらって、細かなとこ

ろを教えてもらっているという作業をとってい

るところでございます。

○井本委員 それはある意味では適応しないと

いうことですね。わかりました。

○井上委員 関連してですけど、これには非常

に期待するものなんですけれども、実際、子供

の様子云々かんぬんというのは、これは保育園

が先にしていないといけないことですよね。子

供がしょっちゅう、どういうあれであるかとか、

例えば何のアレルギーがあるかとか、そういう

ことがわかったのは－保育園が全部まずは、

幼稚園もそうですけど、先に把握しておかなけ

ればならないことですよね。だから、この登録

制度というものの意味がちょっと私も先ほどか

らよくわからないわけですが、普通、正直に考

えてみると、保育所と幼稚園の場合はちょっと

違う部分もあるわけですけど、保育に欠けると

いうことが、今のところ、最近そういうのはな

くなってきているので、大丈夫なんですけれど

も、保育園のことから考えても、幼稚園を考え

ても、これは本来、そこにいた親は全部がこれ

を利用できるというふうな感覚で私はいたんで

すけど、これを希望しない―希望しないとい

う言い方はちょっと悪いんだけれども、なぜこ

れがこれほどまで親からの受け入れが本当に悪

いのかというのがちょっと一つ疑問があるのと、

それともう一つは、都城市を地域として選んだ

ことはどうなのかよくわかりませんけど、この

モデル事業の結果によって、将来どうしていき

たいのかというのが、これでいけばちょっと意

味が見えないけど、だから、ちょっとその辺の

ことを教えていただけますか。

○長友こども政策課長 今おっしゃいました、

保育所、幼稚園等がまず事前に状況を把握して

いるということでございますが、幼稚園、保育

所につきましては、入園前に必ずそういった細

かな状況を提供してもらっているということは

ございます。ただし、基本といたしまして、看

護師とかまた別の方がかかわって個人情報を別

に使うということが妥当かどうかということも

ございまして、それと、病児・病後児というシ

ステムはあるんですけど、それにつきましても

事前登録制度をとっているということでござい

まして、とりあえず、今回は原則事前登録制度

を採用させていただいたところでございます。

ただし、保育所、幼稚園に報告した内容と同じ

ような内容を、またもう一回、細かく紙に書い

て出さないといけないという、その手間を考え

て申し込みが少ないという状況もあるかもしれ

ませんので、そこらあたり検証しながら、例え

ば、最初に幼稚園、保育園に出した報告書が活

用できないかとか、そういったのをちょっと研

究してまいりたいと考えております。

それと、モデル園の今後の発展でございます

が、まず３年間、都城地区を中心にしながら、

幼稚園、保育所を継続するか、あるいはかえる

かとかいうのは、年度末にいろいろ状況を見て

検証しながら、判断しながら、その中で課題と

かを抽出しながら今後の展開を考えるというよ

うなことで、走りながら考えるということもご

ざいますが、そういった形で進めたいと思って

おるところでございます。

○井上委員 保育園に預けるときも、例えば幼

稚園に預けるときもそうだけど、親の立場とし

ては、この子が非常に体が弱い子であるという

ふうになっておると、引き受けていただけない

のではないかという思いがするわけですよ、実

際に保育園に預けるときとか。親はいろんなこ
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とが子供に関してはよくわかっているわけだか

ら、保育園との信頼関係でしょうけれども、そ

の登録制度のあり方というのは、ちょっともう

一回研究していただけるといいなというふうに

思いますね。そうだと、せっかくのあれが使い

やすいということがありますね。

それと、例えば先ほど言われましたが、地域

のきずなの強いところで、余りそういうところ

をモデル園に選ぶということも、ちょっと意味

がわからないんだけど、実際、宮崎市あたりだっ

たら、これについて全然また違う結果が出た可

能性というのはあると思うんですね。実際、核

家族も多かったりするところだと、またちょっ

と違うのかなという思いもしますので、だから、

ここから何を導き出して、どう展開させたいの

かというのがちょっとよく私もわからないんだ

けど、できるだけこういうのが本当は進んでいっ

てもらいたいというふうに思うんですけどね。

進めたくないからこうしているのか、進めたい

からこうしているのかが、ちょっと意味が……、

だから、これは進めたいんだよね。

○長友こども政策課長 ぜひ進めてまいりたい

と、モデル的な事業を検証しまして、全県的に

発展させていきたいということで、この事業に

取り組んでいるところでございます。先ほど、

高木保育園に地域のきずなの問題がございまし

たが、まず、実際、市に御相談しましたところ、

ここが非常に協力的であるということとか、あ

るいはそういう活用が図れるのではないかとい

うことで入ったところでございまして、実際じゃ

ふたをあけてみると、そういう登録数が少なかっ

たということになったところでございます。こ

れにつきましては、ふやすなりとか、いろいろ

反面的なところもございますので、そういった

ところを検証材料にしながら進めていきたいと

は考えております。

○井上委員 私なんかの例は大変古い例なので、

一番本当に困っていたのがここですよね。何度

も何度も欠勤の許可をもらいながら育ててきた

という経過があるので、これは本当に進めても

らいたいけど、何をしたいのかなとちょっと思っ

ちゃいますよね。本当に困っている母親がいた

ときに、困っている母親に手が差し伸べられる

ようにしてもらいたいのに、手が差し伸べにく

いように、こちらからすがりたくないようにし

てしまうというのは間違いだと思うんですよ。

すがれるようにしてほしいのよ。だから、やっ

ぱり助けてあげたいんだったら、助けてあげら

れるようなモデル事業にしないと、これはちょっ

といまいち意味が－せっかく派遣看護師さん

の登録者がこれほどいていただけるというのは、

これは本当に感動物だけど、うれしいと思いま

すけど、これを見る限り、何かちょっとおかし

いでしょう。だから、これはもう一回、ちょっ

と考えをきちんと整理してもらえるといいなと

思いますけどね。

○日隈こども政策局長 これはモデル事業であ

りまして、本来の病児・病後児の保育施設、県

内に16カ所、現在あります。これがなかなか伸

びないというのが市町村の財政負担の問題であ

ります。病児・病後児保育施設では、常時の、

常勤の看護師さんを配置しないといけないとい

うのが、やっぱり人件費の問題が一番大きくご

ざいまして、国の補助事業を導入しても、やは

り市町村の負担が大きいということで、なかな

か進まないことを踏まえて、今回のモデル事業

は、今、説明がありましたとおり、看護師さん

を常時抱えないで、登録制度にしておいて、必

要なときだけ来ていただくということで、かな

り人件費が節約できるということ、そして病気
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も、季節で子供たちの病気というのは、やはり

感染症、冬であったりそういった時期に集中す

るということもあるので、常時必要ないのかな

ということも踏まえて、こういう形であれば、

コーディネートして必要なときだけ看護師さん

を派遣するとか、こういったモデル事業をやっ

てみて、複数の保育園、幼稚園、１カ所キース

テーションがあったら、看護師さんがあっち行っ

たりこっち行ったりすることも含めて、Ａさん

はあそこに行ってください、Ｂさんは今度あっ

ちに行ってくださいというようなこともできる

のかなということで、モデル的に今回始めたと

ころです。登録制についても、今、井上委員か

ら御指摘があったとおり、こういった形でいい

のかどうかを含めて、また検証してまいりたい

というふうに考えています。

それと、今回、都城でさせていただいたとい

うのは、各市町村にも実は一応希望をとってみ

ました。その中で、宮崎市は特に希望がなかっ

たんですけれども、先ほど申し上げた16のうち

６は宮崎市にありまして、県内で26市町村のう

ち９市町だけ今実施されている状況もあります

ので、今後、広げていくということを考えまし

たときに、都城もまだ２つしかございませんの

で、都城でまず実施してみたいということで始

めたということでございます。こういったこと

を踏まえて、こういったモデルを各市町村のほ

うにもまた検討していただいて、できるだけ財

政負担が少なくて、ニーズは大きいわけであり

ますので、拡大できる方向で検討してまいりた

いというふうに考えています。

○井上委員 納得しました。

○内村委員 今の病児のお助け保育ですが、以

前、都城は病後児保育が病院でされていて、２

カ所の病院があったんです。これは非常に助かっ

た保護者がいらっしゃって、だけど、今回はモ

デル事業ということですけれども、保育所に看

護師さんが来てくださるんだったら、子供をな

れない病院に移すよりも、かえって今までの生

活でできるということで、これは私は、ただ、

登録のことで今ありましたけれども、ここをちゃ

んと緩和していただければ、働くお母さんたち

に対しては、すごくいい事業だと思っています。

今までのシステムと違うということで、病院に

一回一回連れていくんじゃなくて、病院が保育

をするんじゃなくて、保育所でこれがそのまま

できるということは、私はこれから期待できる

んじゃないかなと思っていますので、登録の関

係だけをちょっと緩和して、いつでも利用でき

るというような感じでしていただけたらいいん

じゃないかなと思っています。大変ありがたい

制度だと思っていますので、よろしくお願いし

たいと思います。以上です。

○井本委員 最初の法定成年、今まで準禁治産

者、禁治産者の制度が民法でもあるでしょう。

それの申請者が市町村になったというのはどう

いうことですか、成年後見制度での。

○川添長寿介護課長 禁治産者制度から後見人

制度に変わったんですけれども、市町村ができ

るようになったんじゃなくて、できるのは四親

等内の親族ができるようになっていまして、そ

れに老人福祉法上で高齢者に対しては市町村長

の審判申し立てができるようになったというこ

とでございます。四親等内の親族もできるんで

すが、市町村長もできるというふうになったと

いうことです。

○井本委員 申請者が変わったというだけのこ

とですね。

○川添長寿介護課長 申請者がふえたというこ

とです。
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○中村委員 お助け保育モデル事業というのは

非常にいいことだと思いますが、私は自分のこ

とばかり言って申しわけないんだけど、障がい

者の息子が今45～46になりましてね、その当時、

都城の施設がなくて、宮崎のほうに預けていた

んですね。全く同じことが起きるんですよ。

ちょっと病気になったら、とにかく迎えに来て

くれと。都城から宮崎まで迎えに行くんです。

連れて帰る。その間に、連れて帰るときは治る

んですね。大概治っている。だから、そういっ

た親たちがわざわざ遠いところまで車を運転し

て、そしてその子に会って連れて帰る、その時

間たるや物すごい時間ですね。だから、今、宮

崎もそうだし、延岡もそうだし、都城もできた

ものだから、そんなに遠いところに往復する親

はいないかもしれませんが、それでもやっぱり

都城に遠いところから来ている人がおるんです

ね。また、宮崎にも遠いところから来ている人

がおる。そういった障がい者の子供たちに対す

るお助けというのがあれば、本当に助かるなと

思いますよ。私は、この乳幼児のことよりか利

用があって、そしてまた助かるんだがなという

気がして仕方ないんです。だから、何か新しい

ことをしなくちゃいけないので、こういう乳幼

児に取り組んだという気がして仕方ないですね。

この乳幼児に対しては、ありがたいことなんだ

けど、やろうと思えば、今さっきの高木町のモ

デルのように、知り合いの中で「うちの子が

ちょっと病気なのよ。ちょっと見てくれる」と

いう話もできるわけです。ところが、遠いとこ

ろまで、うちの子供がいるからと親が近所に電

話したって宮崎まで行ってくれやしませんよ。

だから、できればこういうところに、障がい者

の子供たちが小学校に入る、中学校に入るとこ

ろ辺まで見ていただければいいなというふうに

私は感じましたね。小学校１年生から宮崎にずっ

と泊まって寮に入っていましたが、何十回ある

いは何百回近く行ったかわかりません。行って

帰ってくる。それで話しましたよ。「俺たち何回

ここに来ないかんじゃろうかいね」ということ

で話しましたが、そんな苦しい思いをしたこと

があります。だから、その後、何か変わって、

看護師さんでもその学校に１人ずつでも置かれ

ているのであればいいんですよ。ただしかし、

置かれていないと思うので、それだったら、今、

宮崎に何カ所しかない障がい者の学校、こういっ

たところにも目を向けてほしいと。ただ、何か

新しい新規事業をやりたいから、こういうとこ

ろに取り組んだじゃなくて、本当に困っている

のは何なのかということも考えてもらわないか

んと、私は今聞いていてそう思いました。何か

ありましたら。

○孫田障害福祉課長 委員のおっしゃるとおり、

障がい児施設に預けている方々には、県内のさ

まざまな方がいらっしゃるということもありま

す。一方、少し整理をさせていただきたいんで

すが、委員のおっしゃっているのは、入所施設

あるいは通所あるいは学校、どういった状態を

想定されているのかがちょっとよくわかりませ

んので、申しわけありません。

○中村委員 言い方が悪かったんだろうと思い

ますが、通所施設などは大体大人になっていま

すよ。だから、小さいころ、小学校から、中学

校になったら病気はあんまりしなくなりました

から、小学校の６年生になるぐらいまで、だか

ら学校ですよ。学校でちょっと病気になると迎

えに来てくださいと言われて、わざわざ都城か

ら宮崎まで行って、自分の子ですから、当然と

いえば当然なんだけど、行って見てみると、

ちょっと置いときゃ治るのになというようなの
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が頻繁にあったんですね。だから、そのときに

看護師さんが行ってくれて見ていただければ、

都城からわざわざ行かんでもよかったのかもし

れないなと。先ほど言いました、もう45～46に

なりましたから、そういうこともありませんが、

そういう今から学校に預ける人たちもたくさん

いますよ。都城だって寮がありますよね。ああ

いうところにおる人たちに、そういう手を差し

伸べてほしいなと思ったところです。

○孫田障害福祉課長 特に障がい児童等の施設

で、通園等であれば御自宅の近くにいらっしゃ

ることが多いかと思います。委員がおっしゃる

学校、いわゆる今の特別支援学校等におきまし

ては、基本的に養護教諭あるいは学校嘱託医等

が配置されておりますので、普通の保育所、幼

稚園よりは、そういったものの対応・体制とい

うのは、学校側で用意されているのかなとは思っ

ております。それにつきまして、通園・通所施

設等でそういった病気が発生したり何なりした

場合については、もちろん今、そういった一般

の保育所、幼稚園で取り組まれているようなこ

とは、必要性等について検討していくことがあ

るかと、そういったモデル事業の結果を踏まえ

て、何らかの対応をとるということも想定され

るかと思いますが、学校につきまして、申しわ

けありませんが、ちょっとこちらのほうでお答

えする立場にないものですから、よろしいでしょ

うか。

○中村委員 何か言いにくいような物の言い方

でありましたが、学校の関係ですから、分野が

違うのかもしれんけれども、障がい児には変わ

りないんだから、１年生から６年生ぐらいまで

でしたよね、しょっちゅう迎えに来てくれといっ

て何十回行ったか知らんけど、まだ高速道もで

きていないころでしたから、大変な思いをしま

した。だから、今もそういうことがあるだろう

と思うんですよ。だから、嘱託医もいらっしゃ

るでしょう。だけど、迷惑かけたくない、金を

使いたくないから、親御さんに迎えに来てくだ

さいとおっしゃるんですよ。だから、嘱託医が

おりますよとかおっしゃっても、現に我々は何

十回となく行ったものだから、今もそれが続い

ているようであれば、非常にかわいそうなこと

だなと、ちょっと見ていただければ済むのにな

という気がするんですよね。連れて帰ったとき

は元気いっぱいになっているわけですよ。毎回

それが同じこと、連れて行って、また何かちょっ

と悪くなったら、すぐ迎えに来てください、そ

ういう話でしたが、今そういうことがあるかど

うか、もう何年もなりますからわかりませんけ

ど、これを聞いたときに、あっちのもつくって

もらえばいいのになと今思ったから言ったとこ

ろでした。答えにくかったら答えなくていいで

すよ。

○井上委員 さっきいい答えしていましたよ。

施設もそういうふうに考えたいと、検討したい

と言っていましたから、すごいですよ。いい答

弁をいただいて。

○中村委員 そうですか。済みません、聞き漏

らしました。いい答弁だったということで、そ

れは期待をしながら、お待ちいたしておきたい

と思います。

○坂口委員 ちょっと補足したいので、今のお

助けに関して、もともとこれは子育てを応援し

ていこうという域の中だと思うんですよね。せっ

かくこういうものができれば、子供たちの病気

が深刻化することを防いであげようとか、極端

な場合は命を守ってあげようという、むしろそ

ちらのほうの医療とか保健とかそういった視点

まで、せっかくこういうものが構築できれば、
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専門家がそこに加わる、そういうところまで拡

大していってほしいし、進化させてほしいなと

思うんです。そうなると、先ほどの情報を提供

するための登録制度と言われたですかね、ほぼ

入園・入所時のときの登録の許可に際しての聞

き取りのデータと一緒かなと思うんです。だか

ら、そこらも改めて再度そういったことをやる

んじゃなくて、保育所が持っている、あるいは

幼稚園が持っている情報を、かくかくしかじか

の際は、こういったＮＰＯに開示してよろしい

かという開示許可でまずそれをカバーできない

かということと、それに応じて、この範囲内で

の情報というものは、さらにそこで提供して、

日常、保育園とかが見ていて、そして蓄積して

きたデータというものは、さらにそれに加えて

相手方に情報を提供させてくれという承諾にま

ずしておくというところが、少し労力の軽減に

なるかなというのと、それから、そちらのほう

に迎えに来ていただいてもいいですけれども、

極力専門家がせっかくこういった支援体制があ

るから、ここに委ねさせてくれないかという誘

導的な運営に持っていく必要があるんじゃない

かなと。というのが、例えば、致命的な病気で

腸重積なんていうのがありますよね、腸捻転に

近いような。これは、専門のお医者さん、小児

内科あたりでも場合によっては見過ごして、24

時間ぐらいで死に至ってしまう。ほとんど変わ

らない、急にぐたっときてやってしまうという

ような、そういうのがあるんですよね、成長期

というか幼児期あたりは。だから、せっかくこ

んなものができたら、そこらまで意識して将来

リードしていただけるとなというようなことで

すね。そして、その必要性を保護者も感じてく

ると思うんです。手間暇を省いてくれるよとい

う域じゃないなということを、もっと深刻な場

合に、これは本当に頼れる事業だなということ

で、ぜひそこらまでこれは積極的に推進してほ

しいなということ、これは答えがなければ要望

でいいですけど、何か考えがあれば。

○長友こども政策課長 今、委員がおっしゃっ

たような形で、利用しやすい環境づくりという

のは非常に必要でございますので、園が持って

いる情報の活用とか、そういったのにつきまし

て、速やかに検討を進めてまいりたいと思いま

す。ありがとうございます。

○二見副委員長 今のモデル事業についてお伺

いしますけれども、10月から始められて約１カ

月間の間で、実際じゃ保護者の方とかで、今お

話の中では、恐らく保護者の方は迎えに来られ

る方がいたから、このモデル事業を、看護師の

方に来ていただかなくても対応できたという事

案があったというようなお話だったと思うんで

すけれども、ほかに、実際に、本当は看護師の

方－いわゆる子供が病気になって、すぐに迎

えに行けない状況だったんだけれども、事前登

録をしていなかったから迎えに行かざるを得な

かった、そういったような事例というのはあっ

たんですか。時期的にはまだ風邪がそんなにふ

えていないような時期なので、約１カ月間だっ

たので、そういったところ、実際この１カ月間、

園の中でどういうふうなことがあったのかとい

うのをちょっとお聞かせいただければなと思う

んですが。

○長友こども政策課長 先ほども申しましたよ

うに、運用事例につきましては、１カ月たちま

すけど、まだございません。今後、今おっしゃっ

たように、風邪とかがはやり出したりとか、そ

ういった場合は、いろいろ事例が出てくるかと

思います。

○二見副委員長 事例がなかったということは、
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要するに、子供が熱を出して親に迎えに来ても

らわないといけないというようなことがなかっ

たということですね。

○長友こども政策課長 そのような事例はな

かったということでございます。

○二見副委員長 ９月にはモデル園での説明会

をされていらっしゃるみたいなんですが、その

ときの保護者の出席率というか、どれくらい父

兄の方々に浸透しているのかというのは、何か

そういう調査はされているんですか。

○長友こども政策課長 保護者説明会を開きま

して、高木保育園のほうが保護者が67、家族と

いうことで67人以上はいらっしゃるので、67人

が参加していただいております。ちなみに、高

木保育園の実員でございますが、定員が70で、

実員が４月１日現在、83名いらっしゃる状況で

ございます。それと、もう一つのモデル園のに

し幼稚園でございますが、ここにつきましては、

説明会に35名の方が参加いただいております。

定員につきましては80名でございまして、実員

は146名というようなことになっております。

○二見副委員長 高木保育園のほうが、どっち

かというと比較的にたくさんの方が来られてい

て、周知もできているのかなと。ただ、にしの

ほうは35人と、大体140人ぐらいあそこは園児が

いるものですから、兄弟も含めての数なので、

実際じゃ家庭が何家庭あるのかというのはわか

りませんけれども、ちょっとこっちのほうが少

ないのかなとは感じたところなんですが、それ

も周知というか、保護者への説明というのも丁

寧にしていただければいいんじゃないかなとい

うふうに思います。これからの今後の動向とい

いますか、この冬、そういったときの対応を、

本当に保護者の方が使いやすいようにしていた

だきたいと思っておりますので、よろしくお願

いします。

○髙橋委員長 それでは、報告事項以外のその

他で何かありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○髙橋委員長 それでは、以上をもって福祉保

健部を終了いたします。

執行部の皆様、御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午前11時３分休憩

午前11時４分再開

○髙橋委員長 委員会を再開いたします。

その他、何かありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○髙橋委員長 それでは、以上をもって本日の

委員会を終了いたします。

午前11時４分閉会


